
 

１ 

次
の 

 

線
の
平
仮
名
は
漢
字
に
直
し
て
書
き
、
漢
字
は
読
み
を
平
仮
名
で
書
き
込
も
う
。 

 

①
は
ら
か
ら
声
を
出
す
。 

 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 
 
 

②
む
ね
が
高
鳴
る
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

③
え
だ
に
鳥
が
留
ま
る
。 

 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 
 

 

④
友
達
の
名
前
を
よ
ぶ
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

⑤
黙
っ
た
ま
ま
う
な
ず
く
。 

（ 
 
 
 
 
 
 

） 
 

 

⑥
水
が
渦
を
巻
く
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

  

２ 

次
の
語
句
の
意
味
を
辞
書
で
調
べ
よ
う
。 

           

３ 

こ
の
詩
を
内
容
の
上
で
三
つ
に
分
け
よ
う
。
題
名
を
除
い
た
行
数
を
書
こ
う
。 

  

第
一
の
ま
と
ま
り
…
…
第
１
行
目
～
第
（ 

 
 

）
行
目 

 

第
二
の
ま
と
ま
り
…
…
第
（ 

 
 

）
行
目
～
第
（ 

 
 

）
行
目 

 

第
三
の
ま
と
ま
り
…
…
第
（ 

 
 

）
行
目
～
第
（ 

 
 

）
行
目 

  

４ 

こ
の
詩
の
中
の
表
現
の
中
で
、
最
も
気
に
入
っ
た
表
現
と
そ
の
理
由
を
書
こ
う
。 

            

５ 
｢

春
に
」
の
詩
を
朗
読
す
る
際
の
工
夫
の
し
か
た
を
考
え
て
み
よ
う
。
ま
た
、
実
際
に
朗
読
し

合
っ
て
み
よ
う
。 

    

Ａ 

春
に 

【
目
標
】
作
者
の
思
い
を
捉
え
、
表
現
の
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
朗
読
し
よ
う
。 

三
年 

 

組 
 

番 

名
前 

③
も
ど
か
し
い 

②
せ
め
ぎ
あ
う 

①
よ
ど
む 

語 

句 

   

意 

味 

 

・
気
に
入
っ
た
表
現 

  

・
理
由 

 



 

１ 
次
の 

 

線
部
の
漢
字
の
読
み
方
を
調
べ
、
平
仮
名
で
（ 

 

）
に
書
き
込
も
う
。 

  

①
洗
濯
を
す
る
。 

 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

②
や
っ
か
い
な
代
物
。 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

③
穏
や
か
な
天
気
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

④
穏
健
な
人
。 

 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

⑤
鶏
舎
の
掃
除
を
す
る
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑥
爪
を
切
る
。 

 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

⑦
土
地
を
開
墾
す
る
。 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑧
サ
ッ
カ
ー
の
監
督
。 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

⑨
帝
国
の
支
配
者
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑩
泥
だ
ら
け
で
遊
ぶ
。 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

⑪
傲
慢
な
態
度
。 

 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑫
飼
い
犬
を
捜
す
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

⑬
事
件
を
捜
査
す
る
。 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑭
三
つ
に
分
割
す
る
。 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

⑮
冗
談
を
い
う
。 

 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑯
祖
父
の
遺
言
。 

 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

⑰
姓
名
を
記
入
す
る
。 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑱
も
う
一
周
忌
に
な
る
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

  

２ 

次
の
語
句
の
意
味
を
辞
書
で
調
べ
よ
う
。
複
数
の
意
味
が
あ
る
場
合
は
、
「
握
手
」
で
の
用
法

に
近
い
も
の
に
○
印
を
付
け
よ
う
。
→
対
義
語
と
あ
る
も
の
は
、
対
義
語
も
調
べ
よ
う
。 

                   

３ 

次
の
語
句
を
使
っ
て
短
文
を
作
ろ
う
。 

          

Ａ 

握
手 

三
年 

 

組 
 

番 

名
前 

⑧
平
凡 

⑦
い
と
ま
ご
い 

⑥
地
道 

⑤
こ
た
え
る 

④
奇
妙 

③
気
前
が
い
い 

②
年
季
が
入
る 

①
達
者 語 

句 
→
対
義
語
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

       

意 
味 

 

④
む
や
み
に 

③
せ
わ
し
い 

②
…
…
（
の
）
わ
り
に 

①
精
を
出
す 

    

 


